
寮美千子編 

『空が青いから白をえらんだのです  

ー奈良少年刑務所詩集ー』 

 

大畑眞壽美 

 

 

 

 

 

今回の詩集は 

『空が青いから白をえらんだのです ー奈良少年刑務所詩集ー』です。 

寮美千子編 

新潮文庫令和二年五月十二刷 

 

寮美千子氏は 1955 年東京生まれ。コピーライターを経て児童文学からノンフィクションま

で幅広い著作がある。 

06 年、奈良市に移住。 

 

奈良少年刑務所との出会いは、近代建築好きの寮氏が明治五大監獄のうち、唯一現存する奈

良少年刑務所の赤煉瓦建築を見学に行ったことから始まった。 

 

この詩集は、奈良少年刑務所の更生教育である 

「社会性涵養プログラム」から生まれた作品を中心に五十七編を編んだものです。 



「詩」は、閉ざされた彼らの心の扉を、少しだけ開いてくれました。 

と「はじめに」は記している。 

 

続いて 

あたりまえの感情を、あたりまえに表現できる。 

受けとめてくれる誰かがいる。 

それこそが、更生への第一歩です。 

受刑者たちの心の声に、どうか耳を傾けてみてください。と。 

 

くも 

空が青いから白をえらんだのです 

 

おかあさんの最後の言葉「つらいことがあったら、空を見て。そこにわたしがいるから」を

詩にした A くん。 

教室の仲間が次々に発言。 

自分の詩がみんなに届き、心を揺さぶった。 

たった一行に込められた思いの深さ、そこからつながる心の輪。 

 

すきな色 

ぼくのすきな色は 

青色です 

つぎにすきな色は 

赤色です 

 

何も書くことがなかったら、好きな色について書いてください。そう課題をだして、B くん

が提出した作品。 

あまりにも直球。どんな言葉をかけたらいいのか、戸惑う寮氏。 

すると受講生が 

「B くんの好きな色を二つ聞けてよかったです」 

「二つも教えてもらってうれしかったです」 

世間のどんな大人が、先生が、こんなやさしい言葉をかけてあげることができるでしょうか。 

仲間の言葉のすべてが、B くんへの大きな励ましです。と寮氏。 

 

はじめて参加した詩の教室でみんなが優しい言葉をかけてくれた時の、あの嬉しさを思い出

した。 

褒める所を探し出して。詩そのものに加えて朗読の声や鉛筆書きの文字や題の付けかたなん

かも。 

常日頃、悪口や毒を含んだ言葉が氾濫している世の中で。 



 

 

学園のクリスマス会を楽しんだ後の気持ちを表した 

 

クリスマス･プレゼント 

(前略) 

サンタさん お願い 

ふとっちょで怒りん坊の 

へんちくりんなママでいいから 

ぼくにちょうだい 

世界のどっかに きっとそんなママが 

余っているでしょう 

そのママを ぼくにちょうだい 

そしたら ぼく うんと大事にするよ 

 

ママがいたら きっと 

笑ったあとに さみしくならないですむと思うんだ 

 

ぼくのほんとうのママも 

きっと どこかで さびしがってるんだろうな 

「しゃかい」ってやつに いじめられて たいへんで 

ぼくに会いにくることも できないでいるんだろうな 

 

サンタさん 

ぼくは 余った子どもなんだ 

どこかに さみしいママがいたら 

ぼくがプレゼントになるから 連れていってよ 

 

これからはケンカもしない ウソもつかない 

いい子にするからさぁ！ 

 

 

寮氏は「詩の力 場の力」を痛感する。 

自作の詩を本人が朗読し、みんなで感想を述べあう。 

たったそれだけのことで、目の前の彼らが、魔法のようにみるみる変わっていくのだ。 

 

奈良の詩誌「紫陽」23 号に掲載された「孤独な背中と気怠さと」に言及されているが、それ

はここにはない。また同じく奈良少年刑務所詩集『世界はもっと美しくなる』も出たとか。



いつか読んでみたい。 

 

今回の詩集は友人 T･T から教えてもらった。 

合わせて岡本茂樹著『反省させると犯罪者になります』と寮美千子著『あふれでたのはやさ

しさだった』も合わせて読むと、この『空が青いから白をえらんだのです』の詩集の背景が

よく理解できる。 

自分では辿り着けなかった一冊だった。 

 

とにかくみんな読んで欲しい！ 


